
　
令
和
８
年
度
校
友
会
総
会

は
６
月
13
日
（
土
）
、
母
校

徳
間
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
逗
子
開
成
学

園
目
黒
理
事
長
、
逗
子
開
成

中
学
・
高
等
学
校
か
ら
小
和

田
校
長
、
土
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
お
迎
え
し
、
学
校
法
人
よ

り
、
柳
瀬
理
事
、
冨
田
理
事

（
賛
助
会
）
と
水
谷
理
事
に

も
ご
参
加
い
た
だ
い
き
ま
し

た
。

　
午
後
２
時
、
総
会
に
先
立

ち
、
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
が
田

中
秀
明
さ
ん
（
高
30
回
）
の

指
揮
に
よ
り
「
開
成
マ
ー
チ
」

を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
矢
込
泰
敏
幹
事

長
（
高
41
回
）
の
司
会
で
開

会
が
宣
言
さ
れ
た
後
、
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
会
の
演
奏
に
あ
わ

せ
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
斉

唱
。
令
和
７
年
度
に
亡
く
な

ら
れ
た
校
友
に
対
し
黙
と
う

の
後
、
来
賓
の
紹
介
へ
と
進

み
ま
し
た
。

　
続
い
て
薬
袋
純
二
校
友
会

長
（
高
29
回
）
が
挨
拶
。
校

友
会
の
現
状
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
紹
介
、
一
層
の
会

員
相
互
の
協
力
を
依
頼
し
ま

し
た
。

　
議
事
に
入
る
に
あ
た
り
、

議
長
に
網
倉
大
介
副
会
長

（
高
37
回
）
が
選
出
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び

令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
は

橋
山
委
員
に
よ
り
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
報
告
資
料
を
投
影

し
、
分
か
り
易
く
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
決
算
報
告
、
予
算
案

が
山
本
委
員
に
よ
り
報
告
さ

れ
、
議
事
は
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

議
　
事

　
令
和
７
年
度
の
校
友
会
活

動
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概

要
と
、
令
和
８
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）
を
報
告
い
た
し

ま
す
。
本
年
度
も
「
卒
業
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
充

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の

機
会
提
供
」
を
二
本
の
柱
に
、

母
校
・
在
校
生
・
校
友
を
つ

な
ぐ
多
彩
な
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

１
．
校
友
会
の
意
義
と
課
題

　
校
友
会
は
、
世
代
・
地
域

を
超
え
た
校
友
の
つ
な
が
り

を
育
み
、
母
校
の
価
値
と
魅

力
を
高
め
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
・
在

校
生
・
教
職
員
・
保
護
者
・

地
区
会
を
含
め
た
「
オ
ー
ル

逗
子
開
成
」
の
輪
を
築
く
と

と
も
に
、
同
期
会
・
地
区
会

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
を
通
じ
た

懇
親
、
校
友
同
士
の
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
、
そ
し
て
留
学
・
ク

ラ
ブ
支
援
や
表
彰
と
い
っ
た

学
校
へ
の
価
値
還
元
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
直
視
す
べ
き
課

題
も
明
確
に
な
っ
て
い
ま

す
。
第
一
に
、
会
費
納
入
会

員
の
減
少
が
続
く
中
で
の
会

員
・
資
金
の
確
保
。
第
二
に
、

会
員
管
理
・
決
済
・
情
報
配

信
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤

の
整
備
。
第
三
に
、
常
任
幹

事
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
世

代
交
代
と
運
営
人
員
の
拡

充
。
第
四
に
、
学
校
・
在
校

生
・
保
護
者
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
と
の
連
携
強
化
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

活
用
、
賛
助
金
・
物
販
に
よ

る
財
源
の
複
線
化
、
「
オ
ー

ル
逗
子
開
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
を
通
じ
た
情
報
発
信

な
ど
で
対
応
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．
財
務
基
盤
の
強
化

　
令
和
７
年
度
の
収
入
は
、

会
費
１
５
７
万
６
千
円
（
払

込
会
員
７
８
８
名
）
、
賛
助

金
１
３
７
万
３
千
円
（
払
込

会
員
３
２
４
名
）
で
、
会
費

・
賛
助
金
の
合
計
は
述
べ
千

１
１
２
名
で
約
２
９
５
万
５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
会
費

納
入
会
員
数
は
５
年
間
で
約

28
％
減
少
し
、
本
年
度
は
７

８
８
名
（
前
年
比
０
．
４
％

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
加
え
、
物
販
（
グ
ッ
ズ
）

売
上
が
約
１
３
８
万
円
と
な

り
、
活
動
原
資
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
決
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
着

実
に
進
展
し
、
グ
ッ
ズ
販
売

で
は
売
上
の
33
．
１
％
（
45

万
６
千
円
）
が
Ｑ
Ｒ
・
カ
ー

ド
決
済
と
な
り
、
本
年
度
導

入
の
「
会
費
ペ
イ
」
（
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
）
で
も
、
会
費

払
込
会
員
の
15
．
１
％
（
１

１
９
件
）
が
利
用
し
て
い
ま

す
。

　
グ
ッ
ズ
販
売
は
年
間
６
イ

ベ
ン
ト
で
実
施
し
、
開
成
祭

で
は
過
去
最
高
と
な
る
89
万

５
千
円
を
記
録
。
中
学
・
高

校
の
体
育
祭
、
父
親
懇
親
会

で
は
本
年
度
か
ら
新
た
に
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。
マ
グ

カ
ッ
プ
な
ど
新
商
品
・
復
活

商
品
９
ア
イ
テ
ム
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
、

好
調
商
品
の
在
庫
維
持
、
学

校
行
事
に
合
わ
せ
た
販
売
の

継
続
に
加
え
、
新
た
に
通
信

販
売
を
開
始
す
る
計
画
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
．
母
校
と
の
連
携
強
化

　
第
６
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
（
５
月
24
日
、
卒
業
10

年
・
20
年
対
象
）
を
開
催
し
、

Ｄ
Ｘ
委
員
が
当
日
の
オ
ン
ラ

イ
ン
受
付
・
撮
影
・
配
信
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年

度
新
規
の
取
り
組
み
と
し

て
、
医
学
部
受
験
生
向
け
の

土
曜
講
座
（
７
月
）
、
各
分

野
で
活
躍
す
る
校
友
に
よ
る

在
校
生
向
け
母
校
講
演
を
実

施
。
海
洋
教
育
セ
ン
タ
ー
で

の
同
窓
会
開
催
も
継
続
的
に

支
援
し
ま
し
た
。

　
在
校
生
へ
の
支
援
・
表
彰

に
は
合
計
42
万
６
千
６
５
５

円
を
拠
出
し
ま
し
た
。
留
学

支
援
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

短
期
14
名
・
ア
メ
リ
カ
長
期

２
名
の
計
16
名
に
19
万
円
、

ク
ラ
ブ
の
対
外
競
技
支
援
は

関
東
大
会
・
全
国
大
会
等
の

７
件
に
15
万
４
千
円
、
校
内

競
技
等
の
表
彰
（
持
久
走
大

会
・
百
人
一
首
大
会
・
英
語

プ
レ
ゼ
ン
大
会
・
卒
業
記
念

品
な
ど
）
に
８
万
２
千
円
を

充
て
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

４
．
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
本
部
・
地
区
会
を
通
じ
、

年
間
を
通
じ
て
校
友
の
交
流

機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。
本

部
で
は
中
学
・
高
校
体
育
祭

　
　
　
　
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く



　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
令
和
８
年
度
の
総
会
は
会

員
の
皆
様
の
承
認
を
得
て
無

事
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
今
回
は
２

名
の
在
校
生
か
ら
留
学
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
米
田
類
さ
ん
か
ら
は
ア
メ

リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ

ー
州
へ
の
留
学
報
告
。
上
村

進
さ
ん
か
ら
は
カ
ナ
ダ
・
Ｂ

Ｃ
州
へ
の
留
学
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
留
学
の
機
会
を
得
て
大
変

貴
重
な
で
き
た
こ
と
、
支
援

へ
の
お
礼
が
二
人
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
来
賓
の
方
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
目
黒
泉
理
事

長
か
ら
は
１
３
０
周
年
に
向

け
た
校
舎
建
て
替
え
が
具
体

的
に
動
き
出
し
た
こ
と
な

ど
、
中
長
期
の
課
題
に
向
け

た
取
り
組
み
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
小
和
田
亜
土
校
長

か
ら
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
教
室
を
午
後
９
時
ま
で

開
放
し
、
自
習
環
境
を
整
え

た
こ
と
。
こ
の
管
理
に
は
現

役
大
学
生
の
卒
業
生
を
充
て

て
い
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
土
田
哲
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら

は
ご
子
息
の
三
名
が
逗
子
開

成
で
学
ん
だ
た
め

十
年
に
渡
り
学
校

に
関
わ
っ
て
き
た

こ
と
、
近
年
は
校

友
会
と
共
に
活
動

す
る
機
会
を
得
て

感
じ
た
こ
と
な
ど

を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
の
締
め
く

く
り
は
吹
奏
楽
部

Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
西
勝
也

（
高
39
回
）
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表

か
ら
今
回
の
選
曲

に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
、
30
名

の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
演

奏
と
逗
子
開
成
サ
ウ
ン
ド
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
吹
奏
楽
部
顧
問
の
千
葉
先

生
も
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
と

し
て
参
加
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終

了
し
、
場
所
を
海
洋
教
育
セ

ン
タ
ー
に
移
し
て
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
琢
巳
特
別
顧
問
（
高

10
回
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
会

員
、
初
め
て
参
加
し
た
若
い

会
員
な
ど
年
齢
の
垣
根
を
越

え
て
和
や
か
な
懇
談
の
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
宴
の
途
中
で
、
５
月
10
日

に
亡
く
な
ら
れ
た
宇
野
一
成

先
生
（
高
29
回
）
の
教
え
子

の
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
５
名
に
よ

り
、
真
白
き
富
士
の
根
を
含

む
２
曲
が
献
奏
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
懇
親
は
続
き
、

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
協
力
を
得

て
、
応
援
歌
を
大
合
唱
、
最

後
に
後
藤
前
校
友
会
長
の
リ

ー
ダ
ー
に
よ
り
校
歌
と
エ
ー

ル
で
締
め
く
く
り
懇
親
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

父
親
懇
親
会
、
夏
祭
り
ｉ
ｎ

新
宿
、
賛
助
会
総
会
、
八
方

尾
根
慰
霊
登
山
、
開
成
祭
、

第
17
回
ゴ
ル
フ
大
会
、
忘
年

会
、
二
十
歳
の
会
、
瀧
川
鯉

丸
真
打
昇
進
祝
賀
会
な
ど
を

開
催
。
開
成
祭
に
は
約
１
２

０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
地
区
会
で
も
、
川
崎
横
浜

会
（
花
見
屋
形
船
・
総
会
＆

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
懇
親
会
・
新
年
会
）
、

横
須
賀
三
浦
会
（
合
併
総
会

・
プ
ロ
野
球
観
戦
）
、
湘
南

会
（
総
会
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
）
、
鎌

倉
会
（
稲
村
ヶ
崎
ボ
ー
ト
遭

難
碑
清
掃
・
田
邊
学
祖
墓

参
）
、
逗
子
会
、
東
京
会
（
総

会
）
な
ど
、
各
地
で
活
発
な

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
は
第
２

回
を
開
催
し
、
世
代
を
超
え

た
約
30
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
本
年
度
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
「
オ
ー
ル
逗
子

開
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

学
校
と
卒
業
生
間
を
つ
な
ぐ

情
報
基
盤
で
、
母
校
情
報
の

配
信
、
在
校
生
支
援
、
登
録

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

を
備
え
て
い
ま
す
。
２
０
２

６
年
５
月
時
点
で
登
録
者
は

約
１
５
０
０
名
に
達
し
、
イ

ベ
ン
ト
告
知
・
校
友
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
軸
チ
ャ

ネ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
校
友
会
が

協
働
す
る
「
校
史
編
纂
委
員

会
」
で
は
、
図
書
室
所
蔵
資

料
の
目
録
化
（
約
１
千
点
入

力
済
）
、
学
籍
簿
・
職
員
履

歴
書
の
画
像
デ
ー
タ
化
（
撮

影
完
了
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

卒
業
ア
ル
バ
ム
・
生
徒
手
帳

・
記
念
品
・
写
真
な
ど
、
ご

自
宅
に
眠
る
逗
子
開
成
関
連

の
品
の
ご
寄
贈
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
５
．
校
友
会
の
Ｐ
Ｒ

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー

ト
の
最
新
情
報
動
画
、
校
歌

・
応
援
歌
、
活
躍
す
る
校
友

の
特
集
を
３
つ
の
柱
と
し
て

発
信
し
て
い
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
年
間
視
聴
回
数

は
７
万
６
千
回
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
登
録
者
は
８
３
４
名
（
前

年
比+

３
３
８
）
、
公
開
動
画

は
30
本
以
上
と
な
り
ま
し

た
。

　
校
友
会
会
報
『
開
物
成
務
』

は
年
２
回
（
１
月
・
７
月
）
、

毎
号
５
千
部
を
発
行
し
、
校

友
約
２
５
０
０
名
の
ほ
か
教

職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
賛
助
会
の

皆
様
な
ど
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

　
会
報
『
開
物
成
務
』
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
広
報

委
員
会
と
Ｄ
Ｘ
委
員
会
の
合

同
作
業
と
し
て
、
２
０
２
８

年
７
月
（
79
号
）
の
完
全
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
段
階
的

な
移
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
目
的
は
、
通
信
費
の
削

減
、
発
送
の
効
率
化
に
よ
る

運
営
負
荷
の
軽
減
、
そ
し
て

若
年
層
の
会
員
獲
得
促
進
で

す
。
　
　
　
　
　

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後

の
同
封
案
内
を
通
じ
て
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
と
と
も

に
、
従
来
の
紙
版
を
希
望
さ

れ
る
方
へ
の
配
慮
も
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。



　
新
年
度
が
始
ま
り
、
新
た

な
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
３
月
の
卒

業
生
２
６
８
名
が
新
た
に
校

友
と
な
り
、
ま
た
４
月
に
は

新
中
学
生
２
８
３
名
が
入
学

す
る
な
ど
、
逗
子
開
成
学
園

の
絆
は
確
実
に
綿
々
と
つ
な

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
校
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
校
友
会
活

動
へ
の
ご
支
援
な
ら
び
に
ご

協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
活
動
の
原
資
と

な
る
会
費
・
賛
助
金
に
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
重
ね
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
私
議
こ
の
た
び
令
和
８
年

度
総
会
役
員
選
任
に
お
き
ま

し
て
重
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
友
会
は
旧
制
中
学
卒
業

の
大
先
輩
た
ち
か
ら
10
代
の

卒
業
生
ま
で
、
世
代
を
超
え

て
学
園
の
歴
史
と
精
神
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。

　
引
き
続
き
、
精
一
杯
務
め

て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
総
会
に
お
い
て
事
業
報
告

・
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
語
り
合
え
る

場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

し
、
地
区
会
イ
ベ
ン
ト
に
お

け
る
校
友
の
繋
が
り
推
進
、

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
（
本
部
企

画
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
「
あ
ら

ゆ
る
世
代
に
お
け
る
絆
を
紡

い
で
い
く
機
会
の
創
出
」
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
賛
助
会

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
）
の
皆
さ

ま
と
開
成
祭
に
お
い
て
の
企

画
運
営
を
協
働
す
る
な
ど
、

共
に
学
校
の
発
展
、
生
徒
の

皆
さ
ま
へ
の
協
力
を
引
き
続

き
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
活

躍
こ
そ
が
学
園
に
と
り
ま
し

て
な
に
よ
り
の
誇
り
で
す
。

ど
う
か
ご
家
族
と
も
ど
も
健

や
か
に
お
過
ご
し
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
逗
子
開
成
の
仲

間
と
し
て
共
に
歩
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

ご
遺
族
や
各
地
区
会
な
ど
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
訃
報
で
す
。

謹
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
時
１
回
小
金
井
敏
幸
さ
ん

定
時
５
回
武
藤
　
礼
生
さ
ん

　
43
期
　
小
峰
　
和
夫
さ
ん

高
１
回
　
石
渡
　
長
治
さ
ん

高
10
回
　
市
川
　
満
雄
さ
ん

高
10
回
　
田
中
　
　
聡
さ
ん

高
10
回
　
山
下
五
三
七
さ
ん

高
12
回
　
石
渡
　
俊
夫
さ
ん

高
12
回
　
関
　
　
　
哲
さ
ん

高
13
回
　
生
盛
　
昭
男
さ
ん

高
13
回
　
須
藤
　
義
明
さ
ん

高
13
回
　
辻
村
　
　
朗
さ
ん

高
13
回
　
武
藤
　
礼
生
さ
ん

高
17
回
　
山
森
　
憲
治
さ
ん

高
18
回
　
沖
野
　
正
憲
さ
ん

高
19
回
　
関
　
　
次
廣
さ
ん

高
19
回
　
田
倉
　
　
進
さ
ん

高
20
回
　
岩
田
　
秀
則
さ
ん

高
21
回
　
河
野
　
基
充
さ
ん

高
22
回
　
森
谷
　
仁
志
さ
ん

高
27
回
　
中
澤
　
淳
一
さ
ん

高
29
回
　
宇
野
　
一
成
さ
ん



　
初
め
ま
し
て
。
２
０
２
３

年
卒
の
桔
川
慶
次
郎
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
は
校
友
会「
開

物
成
務
」
へ
の
寄
稿
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。

　
現
在
は
早
稲
田
大
学
創
造

理
工
学
部
建
築
学
科
に
在
学

し
、
早
稲
田
大
学
ヨ
ッ
ト
部

で
主
将
を
務
め
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
に
活
動
し
た
葉
山

の
海
で
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ

優
勝
を
目
指
し
日
々
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
高
校
ヨ
ッ
ト
部
で
得
た
学

び
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
大
き
か
っ
た
の
は
チ

ー
ム
で
目
標
に
向
か
う
こ
と

の
楽
し
さ
と
、
人
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
で
す
。
私
は

高
校
２
年
生
か
ら
ヨ
ッ
ト
部

に
入
部
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
一
人
乗
り
の
ヨ
ッ
ト
し
か

経
験
が
な
く
、
高
校
で
初
め

て
二
人
乗
り
の
ヨ
ッ
ト
に
乗

り
ま
し
た
。
仲
間
と
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
一
つ
の
目
標

に
向
か
う
経
験
を
通
し
て
、

協
力
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

同
期
や
後
輩
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
も
で
き
、
逗
子
開
成

の
歴
史
と
伝
統
の
大
き
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
顧
問
の
内
田
先
生
の

姿
で
す
。
厳
し
い
海
況
下
で

の
活
動
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
、
ご
自
身
の
判
断
に
つ
い

て
部
員
全
員
の
前
で
率
直
に

謝
罪
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿

か
ら
、
誰
に
対
し
て
も
素
直

に
謝
る
こ
と
や
謙
虚
で
あ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
、
現
在
主

将
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
る

上
で
の
大
切
な
指
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
逗
子
開
成
で
得
た
多
く
の

学
び
を
糧
に
、
残
り
の
学
生

生
活
も
全
力
で
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま
す
。
母
校
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
セ
ー
ル
を
上
げ
て
風
を
捉

え
、
沖
に
出
る
。
そ
の
シ
ン

プ
ル
な
瞬
間
に
、
私
は
今
も

変
わ
ら
ず
魅
了
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
校
友
会
報「
開

物
成
務
」
へ
の
寄
稿
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
私
は
２
０
２
４

年
に
逗
子
開
成
を
卒
業
し
、

現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
体
育

会
ヨ
ッ
ト
部
に
所
属
し
て
お

り
ま
す
。
伝
統
あ
る
部
の
一

員
と
し
て
、
チ
ー
ム
と
し
て

も
一
選
手
と
し
て
も
日
本
一

と
い
う
高
い
目
標
を
見
据

え
、
日
々
逗
子
の
海
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
逗
子
開
成
で

の
６
年
間
は
、
現
在
の
活
動

に
繋
が
る
大
切
な
原
点
で

す
。
中
学
ヨ
ッ
ト
部
で
は
風

を
捉
え
て
進
む
純
粋
な
ヨ
ッ

ト
の
愉
し
さ
を
学
び
、
高
校

ヨ
ッ
ト
部
で
は
一
転
し
て
真

剣
に
競
技
に
向
き
合
う
な
か

で
、
技
術
だ
け
で
な
く
人
間

と
し
て
も
大
き
く
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
が
こ
れ
ほ

ど
深
く
部
活
動
に
全
力
で
打

ち
込
め
る
環
境
を
整
え
、
未

熟
だ
っ
た
私
達
を
時
に
厳
し

く
、
時
に
温
か
く
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
は
、
今

も
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。

　
現
在
の
大
学
の
舞
台
で

は
、
ヨ
ッ
ト
の
「
速
さ
」
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
毎
日
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
速
さ
を
追
求
す
る
こ
と

は
、
日
々
の
生
活
面
に
お
い

て
も
一
切
の
妥
協
を
許
さ
な

い
規
律
を
保
つ
こ
と
と
同
義

で
す
。
洋
上
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
己

を
律
し
、
さ
ら
に
高
い
レ
ベ

ル
で
自
己
を
破
り
続
け
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
私
の
目
指

す
真
の
成
長
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
先
生
方
へ

の
深
い
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ

か
ら
も
逗
子
開
成
の
卒
業
生

と
し
て
恥
じ
ぬ
よ
う
、
日
本

一
の
目
標
に
向
か
っ
て
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
母
校
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
校
友
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま
す
。

日時：２０２６年　　　
　　　　９月２６日（土）
開演14：00（開場13：30）
場所：逗子文化プラザ　
　　　　　なぎさホール
入場料：無料　　　　　
出演者：指揮　德永洋明
　　　ピアノ　飯田彰子
合唱　　　　　　　　　
逗子開成コール・レーネ
演目：「真白き富士の根」
　　　　　德永洋明編曲
　「ひとつ空の憶い出」
　　德永洋明作詩・作曲
　「僕のこと」
　　大森元貴作詞・作曲
　　德永洋明編曲　ほか
後援：逗子市教育委員会
　鎌倉市、逗子合唱連盟
　逗子開成学園

また、指揮・指導・作曲
編曲の德永洋明氏は在校
生保護者でもあります。



　
は
じ
め
ま
し
て
。
２
０
２

３
年
卒
の
中
川
天
で
す
。
現

在
は
立
教
大
学
体
育
会
ヨ
ッ

ト
部
で
主
将
を
務
め
て
い
ま

す
。
今
も
練
習
で
逗
子
の
海

に
出
る
た
び
、
海
上
か
ら
海

洋
セ
ン
タ
ー
を
眺
め
て
は

「
あ
ぁ
、
あ
そ
こ
で
育
っ
た

ん
だ
な
」
と
つ
く
づ
く
思
い

返
し
て
い
ま
す
。

　
一
歩
先
に
海
へ
出
た
先
輩

と
し
て
、
当
時
の
本
音
を
少

し
だ
け
綴
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
の
は
、
あ
の「
赤
パ
ン
ツ
」

を
履
い
て
仲
間
と
海
へ
繰
り

出
し
た
遠
泳
の
日
で
す
。
鼻

に
は
海
水
が
入
り
、
足
は
つ

り
そ
う
に
な
り
、
心
の
中
で

は
「
な
ぜ
21
世
紀
に
も
な
っ

て
、
自
分
は
赤
パ
ン
一
丁
で

必
死
に
泳
い
で
い
る
ん
だ
」

と
毒
づ
い
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
過
酷
な
状
況
で
声

を
掛
け
合
い
、
波
間
か
ら
見

た
景
色
の
美
し
さ
は
、
卒
業

し
て
３
年
経
っ
た
今
も
脳
裏

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
あ

の
時
、
共
に
海
水
を
飲
み
、

泳
ぎ
切
っ
た
「
ア
イ
ツ
」
と

の
絆
は
、
か
け
が
え
の
な
い

一
生
の
財
産
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
先
生
方
に
は
こ
の

場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
正
直
、
私
は
お
世

辞
に
も
良
い
生
徒
で
は
な

く
、
ご
迷
惑
ば
か
り
お
か
け

し
て
い
ま
し
た
。
毎
朝
８
時

28
分
、
ギ
リ
ギ
リ
に
教
室
へ

滑
り
込
み
、
「
中
川
、
ま
た

遅
刻
か
！
」
と
お
叱
り
を
受

け
る
の
が
日
課
で
し
た
。
そ

れ
で
も
見
捨
て
る
こ
と
な
く

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
今
の
私
が
あ
り
ま
す
。

ご
安
心
く
だ
さ
い
、
大
学
に

は
無
事
通
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
に
入
り
、
他
校
出
身

の
友
人
と
話
す
た
び
に
痛
感

し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
今
「
当

た
り
前
」
と
感
じ
て
い
る
日

常
は
、
外
の
世
界
か
ら
見
れ

ば
眩
し
い
ほ
ど
「
特
別
」
な

経
験
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
。

　
た
だ
、
一
つ
だ
け
正
直
に

言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は

中
高
時
代
、
そ
の
「
特
別
」

な
環
境
の
中
だ
け
で
完
結
し

て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
外
に

目
を
向
け
、
多
く
の
人
の
話

を
聞
い
て
い
れ
ば
、
大
学
に

入
っ
て
、
そ
う
思
う
瞬
間
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　
目
の
前
の
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
は
、
も
ち
ろ

ん
大
事
で
す
。
た
だ
、
先
生

方
や
先
輩
方
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
外
の
世
界
に

も
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
「
自
分
は
ど
う
生
き
た

い
の
か
」
、
そ
の
問
い
と
早

く
向
き
合
う
ほ
ど
、
人
生
の

航
路
は
鮮
明
に
な
り
ま
す
。

　
母
校
と
い
う
「
母
港
」
で

培
っ
た
経
験
を
胸
に
、
皆
さ

ん
の
前
に
広
が
る
無
限
の
航

路
へ
。
い
つ
か
ま
た
、
ど
こ

か
の
海
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。

　
は
じ
め
ま
し
て
。
２
０
２

３
年
卒
の
小
美
濃
寛
太
と
申

し
ま
す
。
現
在
は
横
浜
国
立

大
学
理
工
学
部
に
在
籍
し
て

お
り
、
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
に

て
主
将
を
務
め
て
お
り
ま

す
。

　
中
学
生
か
ら
始
め
た
ヨ
ッ

ト
競
技
は
、
今
や
私
の
人
生

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
要
素

で
す
。
入
学
当
初
は
魅
力
的

な
課
外
活
動
が
多
く
迷
い
ま

し
た
が
、
海
に
面
し
た
逗
子

開
成
な
ら
で
は
の
環
境
に
惹

か
れ
、
他
に
な
い
新
鮮
な
魅

力
を
感
じ
て
入
部
を
決
め
ま

し
た
。

　
中
学
時
代
は
、
か
け
が
え

の
な
い
同
期
と
の
出
会
い
や

Ｏ
Ｐ
実
習
、
夏
の
大
会
な
ど

の
日
々
の
活
動
を
通
じ
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
高
校
ヨ
ッ
ト
部
へ
進
む

と
、
競
技
の
楽
し
さ
に
加
え
、

チ
ー
ム
と
し
て
、
ま
た
一
人

の
人
間
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
大
切
な
教
え
を

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
時
に
培
っ
た
学
び
は
卒

業
し
た
今
も
私
を
支
え
る
確

か
な
土
台
で
あ
り
、
今
後
の

人
生
で
も
私
を
導
く
道
標
で

あ
り
続
け
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
時
の
仲
間
に
は

現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
ヨ
ッ

ト
部
で
主
将
を
務
め
る
者
が

多
く
い
ま
す
。
こ
れ
は
単
な

る
個
人
の
競
技
力
向
上
に
と

ど
ま
ら
ず
、
広
い
視
野
と
高

い
視
座
を
持
ち
な
が
ら
、
チ

ー
ム
全
体
を
俯
瞰
し
て
考
え

る
力
が
逗
子
開
成
で
養
わ
れ

た
か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
情
熱
を
注
げ
る
も
の

と
し
て
、
そ
し
て
人
生
の
糧

と
な
る
学
び
を
得
ら
れ
る
競

技
と
し
て
、
逗
子
開
成
で
ヨ

ッ
ト
に
出
会
え
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

未
熟
だ
っ
た
私
た
ち
を
熱
心

に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
学
校
関
係
者
の
皆
様

に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母

校
で
あ
る
逗
子
開
成
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
、
未
来
を
担

う
後
輩
た
ち
の
健
闘
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
江
の
島
と
富
士
山

を
望
め
る
穏
や
か
な
晴
天

で
、
鎌
倉
会
か
ら
会
員
６
名

と
５
２
会
か
ら
宇
野
さ
ん
と

大
須
賀
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
、
慰
霊
碑
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
１
年
間
の
潮
風
に

晒
さ
れ
た
慰
霊
碑
で
す
が
大

き
な
汚
れ
も
な
く
清
掃
を
終

え
ま
し
た
。

　
田
邊
新
之
助
先
生
の
墓
所

は
鎌
倉
五
山
の
寿
福
寺
に
あ

り
、
鎌
倉
の
喧
騒
か
ら
は
隔

離
さ
れ
た
静
か
な
谷
間
に
あ

り
ま
す
。

　
鎌
倉
会
か
ら
会
員
５
名
と

薬
袋
会
長
、
東
京
会
会
長
に

参
加
い
た
だ
き
、
花
と
線
香

を
手
向
け
、
学
校
の
現
状
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
鎌
倉
会
で
は
母
校
に
関
わ

る
大
事
な
行
事
を
維
持
し
て

い
く
と
と
も
に
、
鎌
倉
な
ら

で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
く
予
定
で
す
。
会
員
の

皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
や
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。



　
秋
田
大
学
国
際
資
源
学
研
究

科
資
源
地
球
科
学
専
攻
で
教
鞭

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
約
30
年

前
に
逗
子
開
成
生
だ
っ
た
私
は

素
行
が
悪
く
、
先
生
が
た
に
は

御
面
倒
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま

し
た
。
大
学
受
験
に
有
利
と
軽

い
気
持
ち
で
始
め
た
地
学
で
勉

強
に
の
め
り
込
み
、
秋
田
大
学

鉱
山
学
部
鉱
山
地
質
学
科
へ
入

学
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は

氷
河
期
に
や
っ
と
入
社
し
た
会

社
の
倒
産
や
、
東
北
大
学
で
の

博
士
号
取
得
、
同
大
学
で
の
助

教
や
国
内
外
で
研
究
職
な
ど
の

紆
余
曲
折
を
経
て
、
鉱
山
学
部

が
国
際
資
源
学
部
へ
と
改
組
さ

れ
た
際
に
教
員
と
し
て
再
び
秋

田
大
学
へ
戻
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
の
皆
様
に
秋
田
大
学

国
際
資
源
学
部
を
紹
介
さ
せ
て

頂
く
と
、
本
学
部
は
資
源
政
策

コ
ー
ス
（
文
系
）
、
資
源
地
球

科
学
コ
ー
ス
（
理
学
系
）
、
資

源
開
発
環
境
コ
ー
ス
（
工
学
系
）

の
３
コ
ー
ス
か
ら
な
り
、
文
系

学
生
が
地
質
学
・
流
体
力
学
な

ど
の
理
系
講
義
を
、
理
系
学
生

が
経
済
学
・
政
策
学
な
ど
の
文

系
講
義
を
修
得
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
超
文
理
融
合
型
学
部
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
部
の
専
門
講
義
が
全
て
英
語

で
開
講
さ
れ
る
た
め
、
東
南
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
資

源
国
か
ら
の
留
学
生
が
多
く
、

卒
業
後
に
母
国
に
戻
り
日
本
と

の
架
け
橋
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
に
残
っ
て
研
究
や
企

業
活
動
に
従
事
す
る
学
生
も
多

い
で
す
。

　
当
学
部
は
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス

を
騒
が
せ
て
い
る
レ
ア
メ
タ
ル

の
輸
出
規
制
、
石
油
・
天
然
ガ

ス
の
供
給
停
止
と
い
っ
た
、
経

済
安
全
保
障
の
解
決
方
法
を
総

合
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
日

本
で
唯
一
の
学
部
で
す
。
地
球

の
成
り
立
ち
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

鉱
物
資
源
の
形
成
、
都
市
鉱
山

な
ど
の
資
源
開
発
、
資
源
国
と

の
国
際
交
流
な
ど
の
ほ
か
、
地

熱
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
い
っ
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
に
興
味
が
あ
る
方

は
秋
田
大
学
国
際
資
源
学
部
を

検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。
後
輩

の
入
学
も
大
い
に
期
待
し
て
お

り
、
校
友
会
の
皆
様
も
気
に
か

け
て
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
辺
り
も
暗
く
な
っ
た
頃
、
い

つ
も
の
よ
う
に
オ
フ
ィ
ス
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
外
線
の
着

信
が
。
最
近
多
い
詐
欺
電
話
を

警
戒
し
つ
つ
電
話
に
出
る
と
、

大
先
輩
Ｈ
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
依

頼
で
し
た
。
大
先
輩
の
頼
み
と

あ
っ
て
は
、
断
る
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
喜
ん
で
寄
稿
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
２
０
０
８
年

度
卒
の
加
藤
哲
平
と
申
し
ま

す
。

　
私
は
高
校
を
卒
業
後
、
北
海

道
大
学
へ
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
大
学
で
は
サ
ー
ク
ル
（
ジ
ャ

ズ
研
）
一
筋
。
仲
間
と
酒
と
音
楽

に
囲
ま
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
４
年
生

で
研
究
室
へ
配
属
さ
れ
る
と
、

研
究
に
魅
力
を
感
じ
、
ず
る
ず

る
と
博
士
課
程
ま
で
進
学
。
長

々
と
学
生
で
あ
る
こ
と
を
認
め

て
く
れ
た
親
に
は
、
頭
が
上
が

り
ま
せ
ん
。
卒
業
後
は
埼
玉
大

学
に
赴
任
し
、
現
在
は
新
潟
県

の
長
岡
技
術
科
学
大
学
で
大
学

教
員
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
専
門
は
交
通
で
、
そ
の

中
で
も
割
と
基
礎
的
な
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
格
好
良

く
言
え
ば
理
論
研
究
、
実
際
は

そ
ん
な
に
難
し
く
も
な
い
算
数

を
こ
ね
く
り
回
し
て
お
り
ま

す
。

　
最
近
は
自
分
も
丸
く
な
っ
て

き
て
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け

た
実
践
的
な
研
究
活
動
を
は
じ

め
、
地
方
国
立
大
学
教
員
と
し

て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
コ
ミ
ッ
ト

し
始
め
て
い
ま
す
。（
ま
だ
ま
だ

ペ
ー
ペ
ー
で
す
が
）

　
私
生
活
で
は
、
大
学
か
ら
続

け
て
い
る
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
細

々
と
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
７
月
に
は
第
一
子
を
授
か

る
予
定
で
す
。
Ｈ
先
輩
に
伺
う

ま
で
本
誌
の
存
在
を
存
じ
上
げ

な
か
っ
た
の
で
す
が
（
汗
）
、
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

の
ご
活
躍
を
拝
見
し
て
と
て
も

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
逗

開
魂
！
）

　
な
か
な
か
機
会
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
岡
へ
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ

さ
い
！



　
５
月
９
日
、
母
校
の
海
洋

教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、
水
泳

部
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
昭
和
の
時
代
を

支
え
た
大
先
輩
（
１
９
６
６

年
度
卒
・
高
19
回
）
か
ら
、

卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
入
会

員
ま
で
世
代
を
超
え
た
総
勢

41
名
が
集
結
し
ま
し
た
。
潮

風
を
感
じ
る
母
校
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
役

時
代
の
記
憶
が
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
仲
間
た
ち
の

近
況
を
尋
ね
あ
い
、
会
場
は

開
始
早
々
か
ら
賑
や
か
で
暖

か
い
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
。

　
総
会
は
山
重
美
登
士
会
長

（
高
19
回
）
の
挨
拶
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
会
長
か
ら
は

「
今
が
幸
せ
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
て
皆
に
会
っ
て
み
た

い
な
、
と
思
え
る
。
精
一
杯

楽
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に

は
、
ひ
と
の
た
め
に
生
き

る
！
す
る
と
素
晴
ら
し
い
仲

間
に
恵
ま
れ
、
支
え
ら
れ
て
、

最
高
の
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
温
か
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
会
場
正
面

に
掲
げ
ら
れ
た
伝
統
の
部
旗

の
下
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
現
役
部
員

ま
で
世
代
を
越
え
た
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代

の
先
輩-

後
輩
・
先
生-

生
徒

の
関
係
性
も
徐
々
に
変
化

し
、
Ｏ
Ｂ
会
な
ら
で
は
の
賑

や
か
な
会
話
を
楽
し
み
、
ま

さ
に
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
、
顧
問
の
吉
川

智
己
先
生
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
・
現

役
部
員
の
全
員
へ
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
と
し
て
、
新
た
な

部
旗
の
お
披
露
目
が
あ
り

ま
し
た
。
新
部
旗
は
今
年

の
県
大
会
か
ら
デ
ビ
ュ
ー

予
定
。
ま
た
、
現
役
部
員

の
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン

は
、
部
員
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

部
旗
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・

ス
テ
ッ
カ
ー
と
、
大
幅
展

開
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

数
量
限
定
の
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー
は
Ｏ
Ｂ

へ
の
販
売
も
実
施
し
て
お

り
、
売
上
も
現
役
部
員
へ

の
支
援
に
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
は
全
員
で
肩
を

組
み
な
が
ら
校
歌
を
斉
唱

し
、
水
泳
部
の
さ
ら
な
る
発

展
と
脈
々
と
続
く
絆
を
感
じ

な
が
ら
の
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
開
泳
会
で
は
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
集
い
を
通
じ
て
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
現
役
部

員
へ
の
貢
献
を
続
け
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
回
参
加
が
叶
わ
な
か

っ
た
皆
様
も
、
次
回
は
ぜ
ひ

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
野
嵜
　
一
徳
（
高
65
回
）

　
去
る
２
月
23
日
、
早
朝
の

雨
も
止
み
、
98
周
年
を
迎
え

る
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会

「
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ 

ｔ
ｏ 

１
０
０

ｔ
ｈ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ 

２

０
２
６ 

～
98
年
の
軌
跡
～
」

が
横
須
賀
市
文
化
会
館
に
お

い
て
晴
天
の
下
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
昨
年
よ
り
「
Ｒ
ｏ

ａ
ｄ 

ｔ
ｏ 

１
０
０
ｔ
ｈ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
」
と
称
し
、

現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
が
一
丸
と

な
り
創
部
１
０
０
周
年
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
現
役
部
員
が
考
え
た
今

回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
軌

跡
」
。
こ
れ
は
逗
子
開
成
の

吹
奏
楽
部
が
脈
々
と
紡
い
で

き
た
伝
統
的
な
音
を
奏
で
る

「
軌
跡
」
と
、
Ｏ
Ｂ
と
共
に

演
奏
で
き
る
「
奇
跡
」
の
両

方
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
第
１
部
の
現
役
部
員
に
よ

る
演
奏
は
、
マ
ー
チ
「
春
風

の
通
り
道
」
で
爽
や
か
に
開

演
。
続
く
金
管
８
重
奏
に
よ

る
「
Ｃ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
ｒ
ａ
ｌ

　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｒ
ｕ
ｄ
ｅ
」
、
木

管
５
重
奏
に
よ
る
「
３
つ
の

小
品
よ
り
」
は
ど
ち
ら
も
昨

年
度
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
で
演
奏
し
た
曲
で
あ

り
、
少
数
精
鋭
で
の
練
習
の

成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
ｒ
ｓ.

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｌ
Ｅ
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー

「
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｊ
ｉ
」
で
は

楽
曲
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
感
じ
な
が
ら
の
力
強
い

演
奏
で
聴
衆
の
心
を
掴
み
ま

し
た
。

　
第
２
部
は
現
役
部
員
と
Ｏ

Ｂ
に
よ
る
合
同
演
奏
。
約
１

０
０
名
の
大
編
成
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
「
デ
ィ
ス

コ
・
キ
ッ
ド
」で
ス
タ
ー
ト
。

続
く
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
」
で
は
、
迫
力
あ

ふ
れ
る
演
奏
。
「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
Ⅵ
～
弾

厚
作
作
品
集
～
」
で
は
海
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
加
山
雄
三

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
温
か
く
演

奏
。
「
た
な
ば
た
」
で
は
瑞

々
し
い
感
性
あ
ふ
れ
る
旋
律

を
壮
大
に
奏
で
、
会
場
か
ら

は
温
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
吹
奏

楽
部
お
馴
染
み
の
「
開
成
マ

ー
チ
」
「
名
誉
の
砲
兵
隊
」

を
演
奏
し
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
と
拍
手
を
も
っ
て
終
演

と
な
り
ま
し
た
。

　
演
奏
会
の
裏
方
ス
タ
ッ
フ

も
各
方
面
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

が
担
い
、
逗
子
開
成
吹
奏
楽

部
と
し
て
の
層
の
厚
さ
を
感

じ
る
と
共
に
、
ま
た
一
つ
新

た
な
「
軌
跡
」
が
追
加
さ
れ

た
１
日
に
な
り
ま
し
た
。
本

演
奏
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

校
友
会
、
学
校
関
係
各
位
に

は
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
２
年
後
の
創
部
１
０
０

周
年
、
ま
た
そ
の
先
に
向
け

て
更
に
成
長
し
て
い
く
吹
奏

楽
部
と
Ｏ
Ｂ
の
活
動
に
こ
れ

か
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
椿
　
健
太
郎
　
（
高
56
回
）

99
ｔ
ｈ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ

開
催
決
定
！
　
　
　
　
　
　

　
２
０
２
７
年
２
月
23
日

　
　
　
　
　
（
火
・
祝
日
）

　
横
須
賀
市
文
化
会
館



　
２
０
２
６
年
度
湘
南
会
第

一
弾
の
イ
ベ
ン
ト
「
地
引
網

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
、
６

月
６
日
（
土
）
に
二
宮
・
袖

が
浦
海
岸
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
前
週
は
台
風
で
大
荒
れ
の

天
気
の
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
絶
好
の
天
気
に

恵
ま
れ
地
引
網
体
験
と
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
楽
し
み
ま
し

た
。
ご
家
族
や
ご
友
人
の
参

加
も
あ
り
、
総
勢
35
名
が
集

い
ま
し
た
。

　
貸
切
り
の
一
番
網
だ
っ
た

の
で
、
大
漁
に
歓
声
が
上
が

り
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

【
開
催
概
要
】
　
　
　
　
　

日
時
：
６
月
６
日
（
土
）
　

　
　
　
午
前
９
時
（
集
合
）

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
２
時

会
場
：
湘
南
地
引
網

　
　
　
市
五
郎
丸
　
　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
二
宮
駅
よ

り
徒
歩
７
分
、
袖
が
浦
海
岸
）

参
加
費
：
男
性
・
７
千
円
、

女
性
・
５
千
円
、
小
中
学
生

・
２
千
円
、
幼
児
・
無
料

　
令
和
７
年
度
の
賛
助
金
の

お
願
い
に
対
し
て
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
３
月
末
ま
で
の
集

計
で
、
59
名
の
皆
さ
ま
か
ら

総
額
21
万
円
余
り
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
預
か
り
し
た
賛
助
金
は

逗
子
開
成
で
学
ぶ
生
徒
へ
の

支
援
に
有
効
に
活
用
い
た
し

ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
、

海
外
留
学
支
援
の
他
に
も
卒

業
生
、
入
学
生
へ
の
記
念
品

の
贈
呈
。
学
内
の
各
種
大
会

や
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
記
念
品

の
贈
呈
な
ど
様
々
な
行
事
に

役
立
て
ま
す
。

　
お
名
前
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
卒
業
期
別
に
匿
名
と
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

旧
制
中
学
42
期

　
　
　
（
１
９
４
７
年
３
月
）

　
渡
部
　
　
泰
　
　
　
　
　

高
４
回
（
１
９
５
２
年
３
月
）

　
山
田
　
悦
司
　
　
　
　
　

高
６
回
（
１
９
５
４
年
３
月
）

　
満
尾
　
貞
孝
　
　
　
　
　

高
８
回
（
１
９
５
６
年
３
月
）

　
山
崎
　
　
隆
　
　
　
　
　

　
馬
渕
　
圭
包
　
　
　
　
　

高
10
回
（
１
９
５
８
年
３
月
）

　
竹
内
　
桂
一
　
　
　
　
　

高
11
回
（
１
９
５
９
年
３
月
）

　
斎
藤
　
　
章
　
　
　
　
　

　
宮
崎
　
令
一
　
　
　
　
　

高
12
回
（
１
９
６
０
年
３
月
）

　
石
川
　
康
雄
　
　
　
　
　

高
13
回
（
１
９
６
１
年
３
月
）

　
大
久
保
冨
士
夫
　
　
　
　

　
太
田
　
光
治
　
　
　
　
　

　
蛭
田
　
　
彰
　
　
　
　
　

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
14
回
（
１
９
６
２
年
３
月
）

　
鈴
木
　
良
久
　
　
　
　
　

高
15
回
（
１
９
６
３
年
３
月
）

　
漉
橋
　
俊
彬
　
　
　
　
　

高
16
回
（
１
９
６
４
年
３
月
）

　
青
木
　
勝
重
　
　
　
　
　

　
大
須
賀
利
治
　
　
　
　
　

高
17
回
（
１
９
６
５
年
３
月
）

　
木
村
　
行
成
　
　
　
　
　

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
18
回
（
１
９
６
６
年
３
月
）

　
蒲
谷
　
幸
一
　
　
　
　
　

　
鈴
木
　
　
勉
　
　
　
　
　

　
長
島
　
三
郎
　
　
　
　
　

　
福
島
　
紀
一
　
　
　
　
　

高
19
回
（
１
９
６
７
年
３
月
）

　
富
野
　
　
薫

　
比
嘉
　
文
男
　
　
　
　
　

高
21
回
（
１
９
６
９
年
３
月
）

　
岩
堀
　
恭
一
　
　
　
　
　

　
松
野
　
　
茂
　
　
　
　
　

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
23
回
（
１
９
７
１
年
３
月
）

　
沼
田
　
一
美
　
　
　
　
　

高
24
回
（
１
９
７
２
年
３
月
）

　
高
野
　
正
基
　
　
　
　
　

　
古
谷
美
佐
雄
　
　
　
　
　

高
25
回
（
１
９
７
３
年
３
月
）

　
忠
本
　
　
博
　
　
　
　
　

高
26
回
（
１
９
７
４
年
３
月
）

　
阿
部
　
　
聰
　
　
　
　
　

　
堀
越
　
孝
志
　
　
　
　
　

高
27
回
（
１
９
７
５
年
３
月
）

　
小
林
　
正
道
　
　
　
　
　

　
本
間
　
正
見
　
　
　
　
　

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
28
回
（
１
９
７
６
年
３
月
）

　
桑
原
　
雄
二

　
齋
藤
　
雅
信

　
丹
羽
　
雅
昭
　
　
　
　
　

高
29
回
（
１
９
７
７
年
３
月
）

　
島
崎
　
浩
治

　
鈴
木
　
　
浩
　
　
　
　
　

高
30
回
（
１
９
７
８
年
３
月
）

　
結
城
　
博
之
　
　
　
　
　

高
31
回
（
１
９
７
９
年
３
月
）

　
萩
原
　
正
広
　
　
　
　
　

高
36
回
（
１
９
８
４
年
３
月
）

　
武
井
　
泰
士

　
中
込
　
　
勤
　
　
　
　
　

高
37
回
（
１
９
８
５
年
３
月
）

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
38
回
（
１
９
８
６
年
３
月
）

　
山
下
　
広
明
　
　
　
　
　

高
41
回
（
１
９
８
９
年
３
月
）

　
伊
波
俊
之
助
　
　
　
　
　

高
43
回
（
１
９
９
１
年
３
月
）

　
山
口
　
靖
之
　
　
　
　
　

高
45
回
（
１
９
９
３
年
３
月
）

　
杉
山
　
孝
太
　
　
　
　
　

高
48
回
（
１
９
９
６
年
３
月
）

　
山
口
　
隆
生
　
　
　
　
　

高
51
回
（
１
９
９
９
年
３
月
）

　
川
崎
　
生
秀
　
　
　
　
　

高
54
回
（
２
０
０
２
年
３
月
）

　
平
田
　
耕
治
　
　
　
　
　

高
56
回
（
２
０
０
４
年
３
月
）

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
65
回
（
２
０
１
２
年
３
月
）

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

高
69
回
（
２
０
１
６
年
３
月
）

　
竹
ノ
内
広
海
　
　
　
　
　

高
73
回
（
２
０
２
０
年
３
月
）

　
小
宮
　
寛
明
　
　
　
　
　

　
匿
名
＝
１
名
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
令
和
８
年
度
賛
助
金
を
払

い
込
み
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
お
名
前
は
、
今
後
の
紙
面

で
報
告
い
た
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。




